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大
学
生
な
ど
若
い
世
代
に

新
聞
の
普
及
を
考
え
る
初
の

イ
ベ
ン
ト
「
イ
マ
ド
キ
の
大

学
生
×
新
聞
」
（
日
本
新
聞

協
会
主
催
）
が
２
月
６
日
、

東
京
大
手
町
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
、
広
告
戦
略

を
テ
ー
マ
と
す
る
経
営
学
部

・
石
崎
ゼ
ミ
（
石
崎
徹
教
授

指
導
）
の
３
年
次
生
が
独
自

の
調
査
や
分
析
に
よ
り
、
新

聞
広
告
の
活
性
化
策
と
若
者

の
新
聞
離
れ
を
防
ぐ
ア
イ
デ

ア
を
発
表
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

に
は
新
聞
広
告
関
係
者
ら
約

２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

日
本
新
聞
協
会
の
広
告
委

員
会
が
一
昨
年
に
実
施
し
た

「
全
国
メ
デ
ィ
ア
接
触
・
評

価
調
査
」
の
結
果
分
析
を
検

討
し
た
も
の
で
、
発
表
し
た

の
は
専
大
の
ほ
か
青
山
学

院
、
駒
澤
、
千
葉
商
科
、
東

海
の
全
５
大
学
８
チ
ー
ム
。

石
崎
ゼ
ミ
か
ら
は
２
チ
ー

ム
が
出
場
。
荻
野
由
佳
さ
ん

を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
６
人

は
、
新
聞
講
読
を
大
学
の
授

業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
若

者
に
親
近
感
を
持
た
せ
た

い
。
広
告
の
活
性
化
策
と
し

て
は
、
雑
誌
が
展
開
す
る
商

品
サ
ン
プ
ル
を
新
聞
に
も
つ

け
て
み
て
は
ど
う
か
―
―
と

提
案
し
た
。

荻
野
さ
ん
は
「
最
後
の
講

評
で
は
『
大
胆
な
発
想
だ
が

ロ
ジ
ッ
ク
が
荒
い
』
と
辛
口

の
評
で
し
た
。
も
う
少
し
準

備
が
必
要
で
し
た
」
と
反
省

す
る
一
方
、
「
同
じ
よ
う
に

広
告
を
学
ぶ
他
大
学
の
発
表

を
聞
く
こ
と
で
広
告
戦
略
を

考
え
る
上
で
の
新
た
な
発
見

が
あ
り
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
た
。

石
崎
ゼ
ミ
の
ほ
か
の
参
加

者
は
以
下
の
と
お
り
∥
敬
称

略
。
依
田
莉
那
、石
崎
篤
佑
、

内
田
翼
、
別
府
菜
々
美
、
寺

崎
和
弘
、
久
野
美
幸
、
車
谷

利
紗
、
豊
田
勇
登
、
梅
本
啓

汰
、
森
本
健
太
郎

１５
年
度
第
１
期
長
期

交
換
留
学
生
に
３
人

２
０
１
５
年
度
の
長
期
交

換
留
学
生
及
び
交
換
留
学
奨

学
生
（
第
１
期
）
に
３
人
が

決
ま
っ
た
。
留
学
先
と
氏
名

・
学
部
学
年
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）。

●
リ
ヨ
ン
政
治
学
院
（
フ
ラ

ン
ス
）

▽
矢
部
静
香
（
経
営
３
）

●
檀
国
大
学
（
韓
国
）

▽
野
呂
実
香
（
文
２
）

●
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
大

学
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル

ク
（
ド
イ
ツ
）

▽
奥
田
真
結
子
（
院
文
博

３
）

留
学
生
の
壮
行

昼
食
会
を
開
催

今
春
卒
業
予
定
の
留
学
生

の
門
出
を
祝
う
壮
行
昼
食
会

が
１
月
１５
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
∥
写

真
。出

席
し
た
卒
業
年
次
留
学

生
１３
人
を
矢
野
建
一
学
長
、

大
林
守
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

長
ら
が
激
励
。
教
職
員
に
加

え
、
中
国
人
留
学
生
会
、
韓

国
人
留
学
生
会
、
国
際
交
流

会
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
の
在
学
生
も
駆

け
つ
け
、
４
年
間
の
思
い
出

を
語
り
合
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
る
後
輩
に
対
し
、

先
輩
か
ら
は
就
職
活
動
な
ど

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
だ
っ

た
。全

国
の
１２
校
２４
チ
ー
ム

（
１
６
４
人
）
が
参
加
し
た

「
第
２７
回
Ｅ
Ｒ
Ｅ
ミ
ク
ロ
・

マ
ク
ロ
」
第
２２
回
大
学
対
抗

戦
（
１２
月
７
日
、
全
国
１５
会

場
で
実
施
）
で
、
専
修
大
学

経
済
強
化
ハ
イ
レ
ベ
ル
Ａ
チ

ー
ム
が
優
勝
を
遂
げ
た
。
専

大
勢
の
優
勝
は
初
め
て
。

Ｅ
Ｒ
Ｅ
（
経
済
学
検
定
試

験
）
は
経
済
学
の
習
得
度
と

応
用
力
を
判
定
す
る
試
験
。

メ
ン
バ
ー
は
次
の
９
人
。

▽
菅
谷
直
紀
さ
ん（
経
済
４
）

▽
塚
本
峻
平
さ
ん（
経
済
３
）

▽
宮
本
大
暉
さ
ん（
経
済
３
）

▽
矢
部
晃
大
さ
ん（
経
済
３
）

▽
山
崎
亮
さ
ん
（
経
済
２
）

▽
平
良
春
人
さ
ん（
経
済
２
）

▽
古
郡
拓
也
さ
ん（
経
営
２
）

▽
田
中
理
沙
子
さ
ん（
文
３
）

▽
中
村
天
平
さ
ん
（
文
２
）

公
務
員
試
験
講
座
（
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
主

催
）
で
経
済
学
の
講
師
を
務

め
る
石
川
秀
樹
氏
（
Ｓ
Ｂ
Ｉ

大
学
院
大
学
経
営
管
理
研
究

科
准
教
授
）
が
指
導
に
あ
た

っ
た
。

大
学
対
抗
戦
は
上
位
４
人

の
総
合
得
点
を
競
う
。
Ａ
チ

ー
ム
は
前
回
７
月
の
大
会
で

準
優
勝
し
た
メ
ン
バ
ー
が
中

心
。
菅
谷
さ
ん
、
中
村
さ
ん

が
と
も
に
個
人
で
５
位
、
古

郡
さ
ん
が
１０
位
と
、
各
自
が

持
て
る
力
を
発
揮
し
た
。

メ
ン
バ
ー
と
石
川
氏
は
２

月
１７
日
、
矢
野
建
一
学
長
に

成
果
を
報
告
し
た
。

女
子
会
の
お
作
法

Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
著

年
４
０
０
回
以
上
の
女
子

会
に
参
加
し
、
「
日
本
一
女

子
会
に
呼
ば
れ
る
社
長
」

「
汚
ブ
ス
研
究
家
」
と
し
て

テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
す
る
Ｋ

Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
さ
ん
（
本
名
∥
荒

井
健
治
・
平
１９
経
済
）
の
著

書
。芸

能
事
務
所
で
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
業
務
な
ど
を
経
験
し
、

現
在
は
�
ス
リ
ー
ス
マ
イ
ル

代
表
取
締
役
と
し
て
メ
デ
ィ

ア
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
な
ど
を
行

う
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
さ
ん
が
、
人

に
愛
さ
れ
る
、
信
用
さ
れ
る

セ
ル
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
術
を

伝
授
。「
女
子
会
」「
恋
愛
」「
ビ

ジ
ネ
ス
」「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
」

の
シ
ー
ン
別
に
、〝
汚
ブ
ス
〟

（
汚
∥
思
い
や
り
の
な
い
人
、

ブ
∥
ブ
ス
ッ
と
し
た
表
情
の

人
、
ス
∥
隙
だ
ら
け
の
人
）

に
な
ら
な
い
た
め
の
３９
か
条

を
紹
介
す
る
。
（
産
学
社
・

本
体
１
２
０
０
円
＋
税
）

２３
人
に
修
了
証

高
大
連
携
聴
講
生

２
０
１
４
年
度
高
大
連
携

聴
講
生
の
修
了
式
が
１
月
２４

日
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
た
。
坂
本
武
憲

副
学
長
、
吉
田
雅
明
高
大
連

携
連
絡
協
議
会
座
長
（
経
済

学
部
教
授
）
ら
が
出
席
し
、

聴
講
生
２３
人
に
修
了
証
が
交

付
さ
れ
た
。

今
年
度
は
付
属
高
校
（
専

修
大
学
附
属
高
校
、
専
修
大

学
松
戸
高
校
）
の
１９
人
と
、

高
大
連
携
協
定
校
の
神
奈
川

県
立
川
崎
高
校
、
神
奈
川
県

立
座
間
総
合
高
校
か
ら
合
わ

せ
て
４
人
が
参
加
。
生
徒
た

ち
は
「
日
本
経
済
論
」
「
刑

事
法
入
門
」
「
商
学
基
礎
」

「
考
古
学
概
論
」
「
図
書
館

概
論
」
な
ど
専
門
的
な
科
目

を
聴
講
し
、
大
学
の
講
義
を

体
感
し
た
。

専修大学は、１８８０年（明治１３年）の創

立以来、多くの方々に支えられて今日

に至っております。

現在、「学生を基本に据えた大学づく

り」を念頭に置き、人間性豊かな倫理

観のある人材の育成を目指し、骨太の

大学改革に取り組んでおります。創立

１４０年、そして１５０年に向けてさらなる

躍進を続けるために、皆様方のご支

援、ご協力を賜りますことを切にお願

い申し上げます。

専修大学募金局 ☎０３・３２６５・３１５７

※詳しくはホームページをご覧くださ

い。ネットバンクを使ったホームペ

ージからのお振り込みと、コンビニ

エンスストアからのお振り込みがで

きるようになりました。

〈
秋
田
支
部
総
会
〉

▽
４
月
５
日
（
日
）
１６
時
～

▽
Ｊ
Ｒ
秋
田
駅
か
ら
徒
歩
３

分
「
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」


安
宅
弘
昌
氏
☎
０
９
０
・

４
３
１
１
・
５
５
０
９

〈
村
上
・
岩
船
支
部
総
会
〉

▽
４
月
１８
日
（
土
）
１７
時
～

▽
Ｊ
Ｒ
村
上
駅
か
ら
徒
歩
２０

分
「
割
烹
吉
源
」

本
間
清

氏
☎
０
２
５
４
・
７７
・
２
１

４
２

〈
千
葉
県
支
部
連
合
会
講
演

会
・
総
会
〉

▽
４
月
２９
日
（
水
）
１０
時
３０

分
～
講
演
会
、
１１
時
４０
分
～

総
会
▽
Ｊ
Ｒ
千
葉
み
な
と
駅

か
ら
徒
歩
１
分
「
ホ
テ
ル
ポ

ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
」

伊
藤

隆
文
氏
☎
０
９
０
・
７
８
２

９
・
５
６
４
６

選

挙

結

果

【
市
長
】

▽
山
梨
県
甲
府
市
長

樋
口
雄
一
氏
（
昭
５８
経
営
）

【
町
長
】

▽
北
海
道
増
毛
町
長

堀

雅
志
氏
（
昭
５２
経
営
）

▽
神
奈
川
県
二
宮
町
長

村
田
邦
子
氏
（
昭
５６
文
）

◇
瑞
宝
双
光
章

八
田
和
之
氏
（
昭
３５
商
経
）

薦
田
和
隆
氏
（
こ
も
だ
・

か
ず
た
か
∥
昭
４９
法
）
西
華

産
業
㈱
の
代
表
取
締
役
社
長

に
４
月
就
任
予
定
。
本
社
∥

東
京
都
。
電
力
や
化
学
の
各

種
プ
ラ
ン
ト
設
備
な
ど
機
械

・
設
備
の
販
売
や
輸
出
入
。

南
波
秀
憲
氏
（
な
ん
ば
・

ひ
で
の
り
∥
昭
５２
文
）
㈱
リ

ン
コ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
代
表
取
締
役
社
長
に
６
月

就
任
予
定
。
本
社
∥
新
潟

県
。
新
潟
港
を
中
心
に
港
湾

運
送
や
倉
庫
、
販
売
、
ホ
テ

ル
、
不
動
産
な
ど
を
展
開
。

金
子
洋
文
氏
（
か
ね
こ
・

ひ
ろ
ふ
み
∥
昭
５９
経
営
）
日

本
カ
ー
リ
ッ
ト
㈱
の
代
表
取

締
役
社
長
に
６
月
就
任
予

定
。
本
社
∥
東
京
都
。
化
学

品
、
電
子
材
料
品
等
の
製
造

及
び
販
売
。

◀

矢
野
学
長
（
前
列
右
か
ら
３
人
目
）
に

成
果
を
報
告
し
た
メ
ン
バ
ー
た
ち

◀

大
林
守
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
長
と
交
換
留
学
生

の
３
人

イ
マ
ド
キ
の
大
学
生
×
新
聞
日
本
新
聞

協
会
主
催

新聞離れを防ぐアイデア

▲ 新聞の活性化について発表

経営・石崎ゼミ３年次生が発表

叙叙
勲勲
受受
章章
者者

新聞広告の活性化策

Ｅ
Ｒ
Ｅ
大
学
対
抗
戦

専
大
勢

初
優
勝

�

あ
い
さ
つ
す
る
吉
田

座
長

＜校友＞

教育研究振興協力資金募金のお願い

▶

石
崎
教
授
（
右
端
）
と
出
場
ゼ
ミ
生
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